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0.序

イギ リスの新聞は一般 に高級紙と大衆紙 に大別 され る。その第一の特徴は、紙面 の大き

さであり、高級紙は、 日本の 『朝 日』、 『毎 日』、 『産経』新聞な ど一般 の新聞と同 じ大

きさであるのに対 し、大衆紙はその半ペー ジの大 きさのいわゆ るタブロイ ド版 である。第

二の特 徴は、発行部数 であ る。現在発行 され てい るイギ リス高級紙 には、7'加7〃 解s ,

7'加Zπ4ゆ6η46窺,7F'加Gκ α7漉αη,71加 丁θ16g名砂1z,7物6F碗 απc♂α17「N切26∫な どがあ り、

大衆紙には、7'加 ∠)αめEκ ρ紹∬,71加Dα 〃ッ1瞼 μ,7'加1協7707,7'加S襯 ,7'加 翫α7

な どがある。 τ舵71伽6∫ は、名実共 にイギ リス を代表す る新聞であ ると言える。 しか し、

イギ リスにおける発行部数では、AuditBureauofCirculationsの 調査による1998年1月

か ら9月 のイギ リスで発行 された新聞の発行部数の平均を、高級紙 と大衆紙 に分けてみる

と、高級紙が全体の21%で あ り、大衆紙が79%を 占めている。特 に、大衆紙 τ勿 ル1ガ7707,

丁加S襯 だけで全体の46%を 占めてお り、一方7加 τ伽6∫は全体の6%と いう結果であ っ

た。 タブロイ ド版 の大衆紙が人気を博 してお り、高級紙 は、読者が特 に少数のエ リー トに

絞 られ てい るようである。

第三の特徴 と して高級紙と大衆紙では、英語 の語彙 と文において相違 があ り、幅広い読

者層 を持っ大衆紙がより平易 な文章を使用 していることが予測され る。

このように現在人気を博 している大衆紙 と、発行部数の比較的少 ない高級紙の英語 には
、

それぞれ どのような特徴があるのだろうか。本稿では、高級紙 と大衆紙に掲載 され た2っ

の同一主題 についての記事を比較す ることによ り、 どの程度 の違いがあ るか を考察す るの

が 目的であ る・同一主題の各紙の記事にっいて、ヘ ッ ドライ ン、書出 しそ して本文 におい

て用い られる語彙 、構文や文体 の比較 し、また、各紙で使用され ている名詞
、形容詞 、動

詞をゲルマ ン系とロマ ンス系 の語彙 に分類 して、 どの程度の違 いがあるかを考察 した結果

を報告す る。
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さ ら に 、RogerFowler(1991:222)は 、"Newsisnotanaturalphenomenon

emergingstraightfrom`reality',buta〃04z`c≠."と し て い る 。 筆 者 も 、 こ のFowler

の 観 点 を 念 頭 に 置 き 、 新 聞 に よ っ て 、 「事 実 」 が 社 会 層 に 反 映 さ れ て 、 ど の よ う に 社 会 の

「生 産 物 」 と な っ て い る か に っ い て も 考 察 し て い く こ と に す る 。

1.記 事1

まず 、1998年8月7日 に起 きた テ ロ リス トによ るケ ニア と タ ンザ ニア の アメ リカ大 使 館

襲 撃事 件 に関す る翌 日の 各紙 の記事 にっ い て比較 す る。 記 事1に っ い て は、高 級 紙 は7'加

丁ゴ〃z65、7フ昭1η46ヵ 例46班 、7物8Gz塀7漉 αη、 丁加Z)α め7'61697α 帥 を 、大 衆 紙 は7'加

ハ4カ70γ、7'加S槻 の 記事 を使 用 した。

1-1ヘ ッ ドラ イ ン

新 聞 の ヘ ッ ドラ イ ン は 、 読 者 が 最 初 に 情 報 を 得 る 最 も 重 要 な 部 分 で あ る 。 読 者 の 購 読 意

欲 は 、 こ の ヘ ッ ドラ イ ン に よ っ て 決 ま る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。HaroldEvans(1972:29)

は 、"Aheadlineisnotachoicenumberofwordsarbitrarilyboltedtogether.It

hasitsownintegrity.Itisacrisperversionofthewaywecommunicateby

speechandprose。"と ヘ ッ ドラ イ ン の 機 能 に つ い て 述 べ て い る ・

で は 実 際 に 、 各 紙 の ヘ ッ ドラ イ ン を 比 較 し て み る こ と に す る 。

(1)USembassybomberskill80r7'加 丁翻6sノ

(2)USreelsas80die,1,120hurtinhugeembassybombingsσ 劾 加4の 例46η'ソ

(3)USvowstobringbomberstolusticeafterscoresdieinEastAfrica

attacksピ711z6Gκ απ1∫α72ノ

(4)80killedinUSembassy'bombingsrηz6Pα め ノ7'61697α 帥 ノ

(5)VICTIM'SAGONYASTERRORISTSKILL100r7'加M〃707ノ

(6)BARBARIcrT加S3〃2ノ

6紙 の ヘ ッ ドラ イ ンを並 べ てみ る と、各 紙 の個 性 は 明 白で あ る。 まず 、視 覚的 な点 で 、

大 衆紙 の7・加M艀o叱7'加sz41zの ブ ロ ック体 の活字 が 目にっ く・Quirketal・(1985:845)

は 、 ブ ロ ック体 にっ い て"Newspaperheadlinescommonlycontainblocklanguage

becauseofpressureonspace."と 述 べ て お り、読 者 の注 意 を引 きっ け る効 果 は大 き く、

これ は大 衆紙 で 多用 され て いる。 また大 衆紙 は 、ヘ ッ ドライ ンの活 字 の大 きさ にお いて も、

高 級 紙 に比べ て紙面 を割 く割合 は非常 に大 きい こと もっ け加 えて お く。

ヘ ッ ドラ イ ンの一般 的 な特 徴 で あ る、(1)(2)(3)(4)に 見 られ る"theUnitedStates
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ofAmerica"を"US"と 縮 約す る な どの縮 約 形 の 多 用 、冠 詞 の省 略 、過 去 の 出来 事 につ い

て現在 形 を使 用す る、toの 省 略 、接 続 詞 の省 略 な どの特 徴 は 、共 通 して全 て の新 聞 に見 ら

れ た。

次 に 、主語 につ いて 注 目す ると 、高級 紙 の(1)は"bombers"を 主 語 に し、爆 弾投 下 者 が

引 き起 こ した被 害 の大 き さ に関す る事 実 そ の も の を伝 え て い る。(2)は 、"US"を 主 語 に

し、 アメ リカが 今 回 の爆 弾 事 件 に動 揺 して い る 旨を伝 え 、(3)は(2)と 同様"US"を 主 語

に して い るが 、内容 は 、事 件直 後 の報 道 に もか かわ らず 、事 実 を冷静 に受 け止 め て 、今 後

の アメ リカの毅 然 と した態度 の表 明 を前面 に打 ち 出 して い る。(4)は 、 殺 され た80人 とい

う犠牲 者 を主 題 に して 、 この爆 弾事 件 によ って 、読 者 と 同 じ立 場 の 民間 人 が殺 され た とい

う視点 で ヘ ッ ドライ ンが書 かれ てい る。っ ま り、高級 紙 は 、各 紙 に よ り視点 は違 うが 、共

通 して事 実 を冷 静 に伝 え てい る。

一方
、大 衆紙(5)(6)で は、 共 に主 語 を曖 昧 に し、(5)は"AGONY"と い う感 情 的 な表

現 をヘ ッ ドラ イ ンの トップで使 用 し、 また、 この時点 で は まだ 犯 人が 断 定 され て い ない に

もか かわ らず 、"terrorist"と い う語 を使 って 、テ ロ リス トに対 す る憎 しみ を前面 に打 ち 出

して い る。(6)は 、6紙 の 中で 最 も短 く、"BARBARIC"と い う1つ の形 容 詞 が 事件 を物

語 ってい る。 事件 を知 らない読 者 に と っては 、本文 に進 まなけ れ ば意 味 がわ か らな い手法

で あ るが 、そ れだ け読 者 は興 味 がそ そ られ るわ け で あ る。

0'Donnell,W.R.andLoreto,Todd(1991:89)は 、高級 紙 と大 衆 紙 のヘ ッ ドライ ン

に っ い て、"Headlinestoousuallycontrast.Thoseinthequalitypapersoffera

resumeofthestory,...,whereasthoseonthefrontpageofthetabloidsare

oftenintendedtointrigueormystify..."と し、 高級 紙 は事 件 の要 約 、大 衆 紙 は 読 者

の好 奇心 をそ そ る、 あ るいは 謎 をか けた りす る とい う着 眼点 で ヘ ッ ドラ イ ンが作 られ て い

ると してい る。 今 回引用 した 記事 に お いて も にっ いて 、 それ は 当 ては ま る。 また 、 同 じ高

級 紙 で あ って も、事 件 の要 約 の焦 点 は、各 紙 によ って それ ぞれ 趣 向 が あ り、特 徴 が は っき

りと現 れ て い る。 上述 した 、HaroldEvans(1972:29)の 、"lthasitsownintegrity.lt

isacrisperversion..."も 納 得 で き る。

1-2.書 出 し

小説や エ ッセイでは、一般 に場面設定か ら始 まり、徐 々にス トー リーの核心部分に触れ

てい くが・新聞では、本文の書 出 し部分で事件の全貌を述べ、その後詳細について語ると

いう、いわゆる逆 ピラミッ ド形式にな っている。 そのため、各紙の記事 を比較す る上では

ヘ ッ ドライ ンと同様に書出 し部分は各紙の特徴が見 られ る重要 な部分であると言えよう
。

以下は記事の書 出 しの第一文である。
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(7)TERRORISTattacksagainstAmericanembassiesinAfricayesterdayleft

upto80deadandasmanyas1,200injuredintwinblastsinNairobiand

r)aresSalaam.ピ7フ2ρ η 〃z6∫ノ

(8)BombsrippedthroughtheAmericanembassiesinNairobiandDares

Salaamyesterday,killingasmanyasahundredandwoundingmorethan

1,000.rrlzρ!774の87246ア2!ノ

(9)PresidentClintonyesterdaylaunchedaninternationalhuntforthe

perpetratorsoftwomurderouslyeffectiveca卜bombattacksonUnited

StatesembassiesinKenyaandTanzaniawhichleftscoresdeadandmore

than1,000injured.r7'1z6Gz4α74ガ α刀ノ

(10)AMERICAtightenedsecurityatitsoutpostsaroundtheglobelastnight

aftercarbombskilledatleast80peopleandwoundedmorethan1,700at

twoUSembassiesinEastAfrica.r7'1z6Pα め ノ7'61ρgノ'αヵ肋 ノ

(11)SCREAMINGinpain,ablood-soakedcasualtyfleesthecarnageafter

terroristbombersstruckatAmericanembassiesinEastAfricayesterday.

r7'1Zρ ル1117'01'ノ

(12)AMERICAwasbracedformoreterroristoutrageslastnightafter

religiousfanaticswereblamedfortwobarbaricembassybombingsthat

killed100andleft1,100injured.rTZzρSz〃zノ

6っ の 新 聞 の 書 出 しを 概 観 して み る と、(7)は 、"TERRORISTattacksagainst

AmericanembassiesinAfricayesterday"と い う長 い主部 を用 い て 、事 件 の全 貌 を1文

に簡 潔 に ま とめ てお り、6紙 の 中 で最 も客 観的 な内容 と言 え る。(8)は 、 主語 に"bombs"

とい う 「物 」 を使 用す る こと によ り、特 定 され てい な い犯 人 にっ いて曖 昧 な立 場 を取 って

い る,,(9)は 、主語 に は"PresidentClinton"を 使 用 し、 ヘ ッ ドラ イ ンか ら続 い て ア メ リ

カの 今後 の姿 勢 に関す る ク リン トン大統 領 の対 応 を前 面 に打 ち出 し、文 構 造 か ら見 て も、

死 者 と負傷 者 にっ いて は、which以 下 の従 属節 に置 いて い る、,また 、"terrorist"で は な く、

"
perpetrators"と 表 現 し、(8)と 同様 に 、犯 人へ の慎 重 な姿 勢 が うかが え る。 っ ま り、 高

級 紙 にお い て は、TheTimesを 除 い て、不 確定 な情報 にっ い ては 、極 力押 さえ て曖 昧 な表

現 を使用 して い る ことがわ か る。

一方 、大 衆紙(11)(12)は と もに"terrorist"と い う 言葉 を使 用 して い る。 また(11)は 、

"SCREAMINGinpain"
、"ablood-soakedcasualty"と い う表現 で 、書 出 しにお いて も

事件 の全 貌 では な く、事 件 の生 々 しい光 景 を伝 え てい る。(12)は 、(10)と 同様 に、 ア メ リ

カ が テ ロ リス トに よ って 身 を 引 き 締 め た と述 べ て い るが 、 そ の表 現 で は ・"terrorist
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outrages"、"barbaricembassybombings"な ど、 テロや爆弾 という語に"outrage"、"barbaric"

な どのセ ンセー シ ョナ ル な語 をつ け 、事件 の悲惨 さ を強調 して い る。 記事 の書 出 しに お い

て も、大 衆紙 の感 情 的 な表 現が 目に付 き、高 級紙 とは対 照 的 で あ る。

1-3.本 文

本文 においても、各紙で様 々な特徴が見 られた。 この事件 に関す るク リン トン大統領 の

態度 に関す る表現を以下に比較 してみる。(下 線は筆者)

(13)Lastnightavisil)1yshockedPresidentClintoncondemnedthe"inhumane

terrorism"andvowedtobringthebomberstojustice.r7加7'伽6sノ

(14)InWashington,agrimPresidentClintonvowedtobringthebombersto

justice....ANGRYPresidentClintonvowedlastnighttohuntdownthe

terroristswhobombedtwoUSembassies,1eavingupto100deadand

1,000injured.r7'〃6M〃 名07ノ

(15)AnangryClinton-shockedbytheslaughterofhiscountrymeninKenya-said:

"Th
eseactsofterroristviolenceareabhorrent .Theyareinhuman.r7'加

s襯 ノ

高級 紙 で は 、7'加 η 〃26sが、(13)の よ う に"avisiblyshockedPresidentClinton"と

いうやや控 えめで受動的 な表現 を使 ってい るに留 ま り、他の高級紙 では、"BillClinton"r7%6

/忽 砂伽4θη猷"PresidentClinton"r7加G醐z4∫ αガ 、"MrClinton"r7'加 丁61¢g7α助 ノと

い うよ うに 、 ク リン トンを修 飾 す る語 は見 られ な い。 一 方 、大 衆 紙 で は(14)の"agrim

PresidentClinton"、``AngryPresidentClinton"、(15)の"AnangryClinton"な ど、感

情 を示 す表 現 を用 いて い る。

また、 負傷 者 の表 現 では 、以 下 の よ うな例 が見 られ る。

(16)Dozensofmutilatedbodieswerelaidoutonapatchofgrassamidshards

ofglassandlumpsofmasonry.r7物7'吻6∫ ノ

(17)Hundredsofscreamingvictimsweresprawledalongtheroad
,manywith

missinglimbs.σ1勿5襯 ノ

高 級紙(16)で は ・ 「手足 を切 断 され た」 とい う語 彙 に"mutilated"を 使 用 して い る の に

対 し、大 衆 紙(17)で は 、"missinglimbs"と い うよ り平 易 で具 体 的 な表 現 を用 い て い る
。

また ・(16)で は ・ 負 傷 者 を 横 た え た 道 路 の 状 況 にっ い て"onapatchofgrassamid
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shardsofglassandlumpsofmasonry"と 詳 し く説 明 し、"masonry"と い う使 用 頻 度

の 低 い 語 を 使 用 して い る の に 対 し 、(17)で は 道 路 の 状 況 にっ い て は 、"alongthe

road"と 簡 潔 に表 現 す るに 留 め 、"screamingvictims"と 犠 牲 者 の状 況 を具 体 的 に報 道 し

て い る。

さ らに、 セ キ ュ リテ ィを強化 す る とい う概 念 につ いて 、下 記 の二例 を比較 してみ る。

(18)AMERICAtightenedsecurityatitsoutpostsaroundtheglobelastnight

aftercarbombskilledatleast80peopleandwoundedmorethan1,700at

tWOUSembaSSieSinEaStAfriCa.r7r'加Dα め7'61βg声 砂 ぬノ

(19)LastnightBillClintonorderedsecuritytobebeefedupatEVERYU.S.

embassy-andparticularlythebaseinLondonbecauseofAmerica'sclose

tieswithBritain.Extrarτ 加Sz〃zノ

(18)で は 、"tightened"と い う語 を使 用 してい るの に対 し、(19)は 、"bebeefedup"と

して 、 よ り くだ けた 口語 的 な表 現 を使 用 してい る。

そ の他 の 語彙 にお い て も、7伽Sz4η で は 、"blood-thirstyterror"や 、 テ ロ リス トにつ

い て"madmen"と 言 った り、"Thatresponsecameinballsofflame,streamsof

bloodandwailsofagonyonthestreets...."、"Healsosawacolleguehaveher

noserippedoff."な ど特 に 人物 に関す る生 々 しい表 現 が 数多 く見 られ る。

以上 で考 察 した 語彙 にっ い て、語 源 に よ る区別 を してみ る と、大 衆紙 で使 わ れ た 、 ク リ

ン トン大 統 領 を修 飾す る"grim"と"angry"、 そ して負傷 者 の表 現 の"miss"と"limb"が 共 に

ゲ ル マ ン系 の 語彙 で あ る の に対 し、高 級 紙 で使 用 され た 、"shock"そ して"mutilate"は ラ

テ ン系 の語 彙 で あ る。 梅 田修(1985:13)で は 、 「…般 に ア ングロ ・サ ク ソ ン語 を 中心 とす

るゲ ル マ ン系 の言葉 は最 も 日常的 で あ り、会 話 的で あ り、 またひ らが な語的 な感 じを与 え

るもの が多 い。 それ に対 しラテ ン系 の 言葉 は 、漢字 言 葉 に似 て い る。 ラテ ン語 系 の言葉 で

も、古 い時代 に借 入 され た言葉 ほ ど日常 語化 して重要 な基本語 彙 を形成 して いるが 、ル ネ ッ

サ ンスを契 機 に古 典 ラテ ンよ り大量 に借入 された 言葉 は、 高度 な概 念 を 内包 した知 的 語彙

で フ ォーマ ル な感 じを与 え るものが 多い。」 と し、 またDavidCrysta1(1988:177)は 、"The

OldEnglishwordisoftenthemorepopularone,withtheFrenchwordbeing

literary,andtheLatinwordmorelearned."と してい る。 高級 紙 が 大衆 紙 と違 い 、知

的 語彙 で 、 フ ォーマ ル な感 じを与 え る ラテ ン系 の語彙 を選 択 して い ると い う点 で 、高級 紙

が よ りフ ォーマ ルで 高級 な印象 を与 えて い る とも言 え る。

今 回考 察 した6紙 の記事 中 に登 場す る全 ての 名詞 、動 詞 、形 容詞 を取 り出 して 、ゲ ルマ

ン系 、 ロマ ンス系 に分 け て調 査 を試 み た と ころ、表1の 語 数 が確 認 され 、 それ を各 品詞 別
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に割合 を出 した結果が表2で ある。調査にあた っては、OEP第2版 を使用 し、記事中 の

同一単語は1と 数えて統計 を行 った。

表1記 事1の 中の名詞 ・形容詞 ・動詞の語源別総数一覧

語源

新聞名

ゲ ル マ ン 系 ロ マ ン ス 系

名 詞 形容詞 動 詞 合 計 名 詞 形容詞 動 詞 合 計

7肋 丁舳6s 33 6 38 77 66 18 38 122

丁加1η46ρ6η40η' 20 3 24 47 59 15 24 98

τ肋G%α 鉱漉 αη 26 3 28 57 71 11 35 117

丁肋Dα ゴ1y716169吻 ぬ 31 4 29 64 70 9 37 116

7肋 ルf〃707 38 8 47 93 70 9 40 119

丁肋sπ η 35 5 33 73 60 8 25 93

単位:単 語数

表2記 事1の 中の名詞 ・形容詞 ・動詞における語源別比率

新聞名

名 詞 形 容 詞 動 詞 総 計

ゲルマン ロマンス ゲルマン ロマンス ゲルマン ロマンス ゲルマン ロマンス

丁加7'廟6∫ 33% 67% 25% 75% 50% 50% 39% 61%

丁漉 ∫η4砂θη4例 25% 75% 17% 83% 50% 50% 32% 68%

丁加Gπ α毎 ∫αη 27% 73% 21% 79% 44% 56% 33% 67%

r肋.0α ∫1y7〕61θ9劉α帥 31% 69% 31% 69% 44% 56% 36% 64%

丁加114加07 35% 65% 47% 53% 54% 46% 44% 56%

丁肋5襯 37% 63% 38% 62% 57% 43% 44% 56%

統計結果を概観す ると、ロマ ンス系の語が多い ことは、英単語全体 のゲルマ ン系 とロマ

ンス系の語数 の違 いによると思われ るが、その中で敢えて比較 を試み ると、名詞、形容詞

で は7'加1η4の 例4例!に ロマ ンス系 の語 彙が特 に多 い ことが 注 目され る。 また 、 丁加

G繊 肋 αηも、名詞、形容詞にロマ ンス系の語を特 に多用 している。 同 じ高級紙である 丁肋

丁吻8∫は、名詞、形容詞共 に、ゲルマ ン系の語が多少多 くなっている。動詞にお いても、

大衆紙 の7'加1協7707と7'加Sπ%は 名詞 、形容詞、動詞 の全てにおいてゲルマ ン系 の語が

多いことが確認 された。 これはイ ンフォーマル な印象 を受け る大衆紙であるため予想 どお

りで あったが ・77肋7'吻65も 同 じよ うにゲルマ ン系 の語が比較 的多 くな っているのは予

想外 であ った。

っ まり事件 記事 においては、高級紙 の71舵1η4の 伽46剛 、7㍉加Gπ α7漉αη、7'肋1)α め

r61697砂1zに ロマ ンス系の語が比較 的多 く、大 衆紙の7'加S観 、7勿 ルf艀07と 共 に71加

η〃昭∫においてもゲルマ ン系の語が多いことが注 目され る。 これは7マ加71珈6sの 変貌 を物
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語 っているのではないか。

大衆紙においてゲルマン系の語彙が比較的多いことか らも、高級紙よ りも大衆紙の方が、

よりイ ンフォーマルな文章だと言うこともで きるのではないか。

さらに、語彙の点で注 目すべ き例をあげてみ ることにす る。今回の事件の犯人を推測す

る文を、各紙か ら抜 き出 した。各紙 とも、今回は犯行声 明が事前に行われなか ったため、

推測の域 を越 えない文の表現である。

(19)WesterndiplomatsspeculatedthatMiddleEasternterrorismhadspiltinto

thesoftunderbellyofAfrica.rT加7加z6sノ

(20)Butnoneofthismakesitcertainthatanygroupinparticulartargeted

theUSandmostresponsibleexpertscounselledcautionoveranyattribution

ofresponsibility.r7フz6!η481り θπ46アzθ

(21)ButtherewasspeculationthattheexplosionsweretheworkofMiddle

EastemIslamicextremists,r7伽 α 解 譲 απノ

(22)ButsuspicionfocusedonOsamabinLaden,aSaudiArabianIslamist

ZealOtWhOhaSdeClaredaperSOnalWarOnAmeriCa,r7'加Dα め761697砂 肋 ノ

(23)Li-byaandIraq,alongwithfanaticalIslamicgroups,werehighonthe

listofsuspects.r7'ん6M〃707ノ

(24)ThemadmenbehindtheattacksattheU.S.buildingsinKenyaand

TanzaniaarethoughttobeIslamicfundamentalistshel1-bentonaHoly

Waragainstthe"GreatSatan."r7'加3瑚 ノ

特 に注 目す べ きは 、(21)が 、There存 在 文 を使 用 し、 また"speculation"と い う名詞 を使

用 す る こ とに よ り、憶 測 の主 体 を表 現 す る こ との な い、慎 重 な姿勢 が伺 え る。(22)は 、

"
westemdeplomat"と い う職 業 を特 定 した主 語 を立 て 、そ の 立場 か らの憶 測 と して伝 え

てい る。 っ ま り、高級 紙 では 、 断定 的 な表現 を さけ る傾 向 にあ る。 一方 、大 衆 紙 の(23)で

は 、"behighonthelistofsuspect"と い う直 接 的 な表 現 を使 用 し、(24)は 、 動 詞

"think"を 用 い て
、高 級 紙 よ りも 、主観 的 で 、断 定的 な印象 を受 け る。

以上 の よ うに 、記 事1に つ い て考 察 を行 ったが 、 ヘ ッ ドラ イ ン、書 出 しそ して本文 に お

いて も 、高級 紙 と大 衆紙 で は 、文体 が 著 しく異 な る事実 は 明 白で あ る。

II.記 事2

次に、1998年7月27日 のイギ リスの政治に関す る記事にっいて考察を試みた。内容はブ

レア首相が首相選挙当選以来は じめて、大蔵省のメンバーを再編成す るという記事である。
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主題 は 、7'加S'α7を 除 い て全 て、 ブ レア大 統 領 が マ ンデ ル ソ ン氏 を大 蔵 省 の メ ンバ ー に

抜擢 し、 それ に よ り職 を失 った 人物 との関係 に絡 む 記事 で あ る。 記事2で は、 高級 紙 は 、

7漉7'伽65、7物61η 礁1)6π4θ痂、 丁加D厩 砂 丁61εg7砂〃を、大 衆 紙 は 、 τ加 ル〔歪7707、η 昭

S襯 、7'加S渉 α7を使 用 した。

II-1ヘ ッ ドラ イ ン

各 紙 のヘ ッ ドライ ンは 以下 の とお りで あ る。

(25)BlairputsallyintoTreasuryinmajorreshufflerτ 加7'廟6sノ

(26)MandelsoneyesupCabinetpositionr71肋 ノ忽 吻%4飢 ≠)

(27)MandelsontogetCabinetpostr7劾Dα め ノ7セ1697ψ 乃ノ

(28)BLAIRREWARDFORMANDELSONr7劾1匠 〃駕07ノ

(29)RESHUFFLE:IT'SPRESIDENTMANDELSONr7'加S襯 ノ

(30)YesspinisterrT加S'α7ノ

記 事2に っ いて も 、第1章 の記 事1と 同様 に、 高級紙 は、 記事 の レジ ュメ 、大 衆紙 は読

者 の興 味 を 引 き付 け る、 あ るいは 謎 め いた 内容 とな って い る。

まず 、高級 紙 で は、(25)は 、 ブ レア首相 の 内閣再 編成 にお い て財務 部 門 に彼 の味 方 を入

れ る と して特 定 の人 物 にっ い ては 語 らず に記事 の全 貌 を伝 え 、(26)(27)は マ ンデ ル ソ ンが

大 蔵省 の職 を獲得 した とす る記 事 で あ る。 それ に対 し、 大 衆紙(28)は 、(25)と 同 じブ レア

首 相 を 主 語 に して い る が 、"reward"と い う 評 価 的 な 動 詞 を 用 い て い る 。(29)は 、

"reshuffl
e"の 一 語 で 状 況 を説 明 し、 マ ンデ ル ソ ンに 、"president"と い う語 をっ け る こ と

に よ り・ 読 者 の注 意 を 引 き付 け て い る。 この"president"は 、実 際 に"president"と い う職

に着 いた わ け で は な いが 、 誇張 した 表 現 を用 い て い る。(30)の"YesSpinister"は 特 に興

味 をそ そ る。 これ は 、"YesMinister"と い う1980年 代 の イ ギ リス のテ レビコメ デ ィ番 組

で、 あ ま り有 能 で ない大 臣 と官 僚 を主 人 公 に、英 国政 治 の駆 け引 きを描 い た番 組 が下 敷 き

に な ってい る と思わ れ る。 それ に"spinister"と い う語遊 び を加 え てい る。"spinister"は 、

OEDに も掲 載 され て い な い語 彙 で あ るが 、そ れ を イ ン ターネ ッ トで 検 索 して み ると 、 ロ

ボ ッ トの絵 が写 し出 され 、"SpinisterisasmysterioustohisfellowDecepticonsas

heistohisenemies....Spinister'sfavoriteandmosteffectivebattletacticis

tosneakuponunwaryAutobots,_"と 表 現 され て お り、 正 体 は ロボ ッ トの一 種 で あ

る よ うだ・ 実 は ・7'加S'α7の 記 事 だ け が 、主 題 の中 心 が マ ンデ ル ソ ンで は な く、 同 時 に

昇格 予 定で あ るカニ ンガム と い う人 物 に な って い る。 それ ゆえ 、憶 測 の域 は 出 ないが 、 カ

ニ ンガム とい う腕利 きの ロボ ッ トを導入 した とい うこ とを言 いた いの で あ ろ うか
。 これ も
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非常に謎めいた表現で読者 の興味 をそそっているのである。

II-2書 出 し

各紙の書 出 しは以下 のとお りであ った。

(31)TONYBLAIRwillbringStephenByersandPeterMandelson,theleading

rnodernisers,intohisCabinettodayinhisfirstreshufflesincehiselection

victory,rTlz67'〃 η6∫ノ

(32)PETERMandelsonisexpectedtogetaCabinetjobtoday,asTonyBlair

announceshisfirstCabinetreshuffle.r7'1z61アzo161)6アz46多z〃

(33)PETERMandelson,theministerwithoutportfolio,maybegrantedhis

wishtodaytorunadepartmentofstateif,asexpected,TonyBlair

offershimaCabinetpost.r77加Z)α め τ61θg7α 擁 ノ

(34)PETERMANDELSONwilltodaystepoutoftheshadowswithhisown

topCabinetjob.ピ7物6M歪 ノ707ノ

(35)PREMIERTonyBlairandChancellorGordonBrownwereatwarlast

nightovertheCabinetreshuffle.`7ヲz召S多 〃望ノ

(36)JackCunninghamwillbecomeTonyBlair'snew"MinisterofSpin"in

today'sGovernmentreshuffle.r7加S'α7ノ

書 出 し部 分 にお い て も高級 紙 の(31)(32)(33)は 、共 にマ ンデ ル ソ ンの大蔵 省 へ の入 閣 に

っ い ての事 実 を伝 え て い るが、大 衆 紙(34)は 、 同 じよ うに入 閣 の事 実 を伝 え ては い るが 、

マ ンデル ・ノンにっ い て、"stepoutoftheshadows"と 主観 的 な表 現 を用 い、(35)で は 、

マ ンデ ル ソ ンの 入閣 に まっ わ る ブ レア首相 と ブラ ウ ン大蔵 大 臣が論 争 した 記事 を焦点 に し

て 、"beatwar"で 始 ま って い る。 本文 に お いて も、 この 二人 の 「争 い」が メ イ ンテー マ

とな って展開 され てい く。(36)は 、"MinisterofSpin"と して、ヘ ッ ドラ イ ンの"Spinister"

と"Spin"も 語遊 び を使 ってお り、内 閣 を切 り盛 りす る大 臣 とい う こ とで あ ろ うか。 書 出 し

にっ い て も、大 衆紙 の主観 的 な一 面 が現 れ て い る。

II-3本 文

次に、本文中の特徴であるが、今回の内閣再編成により、そのポス トの降格 を余儀 なく

され、 「首になる」 という表現にっいては、各紙とも、"sack"を 使用 していたが、その他

の例に注 目してみ ることにす る。
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(37)NickBrown,...,willgetoneoftheleastseniorCabinetpostsasa

compensationforamove...Mr.Blairisexpectedtosackbetweeneight

andtenministers...σ'加7'伽6∫ ノ

(38)Onlytwopeoplearetobesacked.Itiswidelyassumedthatonewillbe

GavinStrang...rT舵7〕61¢9%砂 乃ノ

(39)TwoCabinetMinistersfacethechop....r㍑6M〃707ノ

(40)Cunninghamhadbeentippedforthesack...Butfacingtheaxeor

demotionarecurrentCabinetchiefDavidClarkandSocialServicesS㏄retary

HarrietHarman.rT加S'α7ノ

高級 紙 の(37)で は"compensationforamove"と"isexpectedtosack"、(38)で は 、

"Iti
swidelyassumedthat"の よ う に、 非 常 に碗 曲的 に表 現 して い るの に対 し、大 衆 紙

の(39)で は"facethechop"、(40)で は"facetheaxeanddemotion"と 、"face"、"choP"、"axe"

な ど単音 節 の 単語 を使用 し、 また よ り 口語 的 な表 現 を用 い てい るの がわ か る。

さ らに 、今 回 の 内 閣再 編 成 の 表 現 にっ い て は 、各 紙 と もに 、"reshuffle"と い う表 現 を

使 用 して い るが 、7'加S'α7は 、"reshuffle"と 共 に 、"Who'sinandWho'soutwill

certainlybeknown..."と い う非 常 に平 明 で イ ンフ ォー マル な表 現 を 使 用 して い るの が

注 目され る。

そ の他 の特 徴 で は 、7'加S襯 は 、上 述 した よ うに 記事 全 体 を、 ブ レア首相 とブ ラ ウ ン

大 蔵 大 臣 の"battle"の 場 と して 、"archenemyMrBrown"、"IronChancellormight

forcehimtocavein."な どの表 現 を使 用 した本 文 の構 成 も興 味 をそ そ る。

次 に記事1と 同様 に、 ゲル マ ン系 と ロマ ンス系 の語 彙 数 の比較 調 査 を試 み た結 果 が 、表

3、 表4で あ る。

表3記 事2の 中の名詞 ・形容詞 ・動詞の語源別総数一覧

語源

新聞名

ゲ ル マ ン 系 ロ マ ン ス 系

名 詞 形容詞 動 詞 合 計 名 詞 形容詞 動 詞 合 計

㍑ θr筋6s 20 6 24 50 52 9 35 96

7肋1η4の6η4翻 13 9 26 48 49 14 30 93

㍑6Dα 砂 丁6♂θ9吻 〃 23 10 27 60 56 25 36 117

㍑6ル ノ∫7707 15 4 16 35 34 10 23 67

㍑65π π 7 3 12 22 25 7 14 46

丁加Dα めsホ α7 10 4 10 24 14 0 7 21

単位:単 語数
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表4記 事2の 中の名詞 ・形容詞 ・動詞における語源別比率

新聞名

名 詞 形 容 詞 動 詞 総 計

ゲルマン ロマンス ゲルマン ロマンス ゲルマン ロマ ンス ゲルマ ン ロマンス

7初7'碗6∫ 28% 72% 40% 60% 41% 59% 34% 66%

τ加/忽 吻3z4翻 21% 79% 39% 61% 46% 54% 34% 66%

丁肋Dα 〃y7'61897ψ1z 29% 71% 29% 71% 43% 57% 34% 66%

7初 ハ4〃707 31% 69% 29% 71% 41% 59% 34% 66%

τ肋s襯 22% 78% 30% 70% 46% 54% 32% 68%

丁肋Dα めS'α7 42% 58% 100% 0% 59% 41% 53% 47%

まず語彙全体を概観す ると、ロマ ンス系の語の割合が多いのは、第1章 で示 したとお り

であるが 、その中で比較を試み ると、名詞では、 丁加S伽 、7笥加M艀07に おいてゲルマ

ン系の語の割合が高 くなっている。形 容詞 、動詞 にっいても、7劾 鋭α7にゲルマ ン系の

語が最も多 く、顕 著な結果が現れた。また7'加 加4の 例吻痂 と㍑6S襯 は、特 に ロマン

ス系の単語の割合が多か った。

3つ の品詞をまとめた総数で語源の割合を見ても、ゲルマ ン系の語 の比率が最 も多か っ

たのが7'加S!α7で あ り、ほかの各紙 は横並び となった。大衆紙の中でも特 に、 「俗 っぽ

い」 印象 を受け る7'加 翫α7において、最 も顕著 な結果が現れた ことは、予想通 りとも言

え る。

最後に、各紙の人物 の描写 にっいて比較 してみ ることにす る。

(41)PETERMandelson,theministerwithoutportfolio,maybegrantedhis

wishtodaytorunadepartmentofstate_r7'加 τ6Z(3gγα帥 ノ

(42)MinisterwithoutPortfolioMrMandelsonwillbecomeoneoftheyoungest

CabinetMinisters.r7'加M沸07ノ

まず、(41)で は、主部に注 目す ると、マンデルソンの職名 にっ いて、文頭 で主語 と同格

に して表現 されているが、(42)で は、固有名詞の前に職名を付けて、形容詞的に使用 して

いる。次に同 じような別 の例を各紙か ら取 り上げてみる。

(43)Theshake-upwillbemarkedbytheelevationofJackCunningham,a

veteranofthelastLabourGovernmentinthe1970s,tothepostof

Cabinet``enforcer",..r7、1z6Tゴ 溺6sノ

(44)JackCunningham,theAgricultureMinister,ispredictedtobecomea
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Cabinet"enforcer",despiteearlierreportsthathemightbesacked.r7加

∫π01の 例4侃 θ

(45)ThearrivalatthetoptableoftheambitiousMrMandelson,...,would

coincidewiththeunexpectedpromotionofJackCunningham,theAgriculture

Minister,toanewpostofWhitehall"enforcer".r7'加761697α 帥 ノ

(46)AgricultureMinisterDrJACKCUNNINGHAMistobepromotedtoanew

``
enforcer"posttospotpotentialblundersandco-ordinatepolicies.r7'1z6

ル∫〃駕07ノ

(47)ButinthefaceofMrBrown'sopposition,MrBlairgaveAgriculture

MinisterJackCunninghamthejob.r7'加S襯 ノ

JackCunninghamの 表 現 にっ い て も、高 級 紙 と大 衆 紙 で大 別 され る。(43)(44)(45)で

は、 人物 の紹 介 にっ いて主 語 と同 格 を使用 してい るの に対 し、大 衆紙 は職名 を 固有名 詞 の

前 に 出 し、形 容 詞 的 に使 用 して い る。 特 に 文 頭 に こ の表 現 を多 用 して い る の が 、7'加

ルZ〃名07で、"FormerChancellorLordHealey"、"DeputyPremierJohnPrescott"と い っ

た形 の主部 を使 用 して い る。 豊 田(1998b:646-648)は 、 「大 衆紙 の レ トリ ック」 にお い て、

「文 頭 の同 格 を構 成す る場 合 、 た とえ ば 、NoelEdmonds,aTVstarよ りも、TVstar

NoelEdmondsの 方 が 人 目を引 く。...印 象価 値 の 低 い 固有 名 詞 で 始 め る よ り も、[形 容

詞]+[属 性]+[固 有 名 詞]で 表 現す る方 が 、読 者 の 目を引 く`eye-catching'な 手 法 だ

か らで あ る」 と し、大 衆紙 の特 徴 と してい るが 、上 記 の例 文 で は特 に大 衆 紙(42)(46)、 そ

して記事1の 例 文(15)に っ いて も、 それ が あ ては ま る。

記事2に お いて も、 高級 紙 と大 衆紙 の英 語 に は 、顕著 な違 いが 見 られ た。

m.お わ り に

以上 、2っ の記 事 にっ い て高級 紙 と大 衆 紙 に分 け て比較 を試 み たが 、大 衆 紙 は 、高級 紙

に比 べ 、 よ りイ ンフ ォー マル な語 彙 や文 体 を使 用す る こと を再確 認 し、 また 、大 衆 紙 の記

事 の焦点 は 、特 に人 物 に あ り、そ の 人物 の心 的 状況 をよ り詳細 に 、主観 的 、感 情 的 な語 彙

を織 り込 み なが ら記 事 を展 開 してい る こ とが確 認 され た。

また 高 級 紙 の7'加7'襯65は 、 従 来 か ら高 級 紙 の 代 表 と考 え られ て い るが 、(13)の

"
visiblyshockedClinton"と い う人物 描 写 や 、 ゲ ルマ ン系 の語 彙 が比 較 的 多 い こと な ど

、

他 の高級 紙 と比 べ て 、 よ りイ ンフ ォー マル な語 彙 や文 体 を使 用 して い る場 合 が あ る こ とが

確 認 され た ・ これ につ い て は ・IanRobinson(1973:99-145)の"TheVulgarizationof

`TheTi
mes'"と い う1970年 代 の 論文 の中 で も紹介 され て お り、今 後 も考 察 を加 え てい き

た い と思 ってい る。
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